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S A K U R A I S H I G E R U

一
．
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

⑴

議
会
報
告
会
と
は

⑵

報
告
内
容

令和６年元旦 午後４時１０分 携帯電話の緊急地震速報がけたたましく鳴り響きました。
テレビの速報で「能登半島に震度7の地震発生」のテロップが流れ、「今すぐ逃げてください」
というアナウンサーの声が繰り返し流されました。
北陸の冬そして半島部という地域特性や天候もあり、支援・復旧が進んでいません。今後、

これまでの教訓を活かしているのか、詳細な検証が進むものと思います。石岡市も我が身と
して考え、情報を収集し、準備・行動する必要があります。
２月３日 常陸國總社宮の節分追灘祭に参加しました。今年は二子山親方（元雅山）と一緒に

豆まきをさせていただきました。寒い中、福をを求めて１時間以上も待ち続けた皆さんに豆や
お菓子をまき、併せて家族そして皆様に健康で平穏な日々が続くことを祈願いたしました。
写真では背丈が同じように見えますが、親方は公称187cm、私は170㎝。親方は体格・雰囲気ほか
全てがビックでした。

石
岡
市
議
会
第
８
回
議
会
報
告
会
を
1
月
29
日(

月)

及
び
30
日
（
火
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
は
、
常
任
委
員
会
毎
に
発
表
内
容
を
整

理
し
、
資
料
を
作
成
。
議
会
及
び
委
員
会
活
動
を
市
民

に
報
告
、
意
見
交
換
す
る
も
の
で
、
議
会
の
役
割
を
周

知
広
報
し
、
市
民
の
意
見
を
吸
収
す
る
場
と
な
り
ま
す
。

総
務
企
画
委
員
会
は
委
員
長
で
あ
る
私
が
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
報
告
し
ま
し
た
。

石
岡
市
は
平
成
28
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
３
億

７
千
万
円
に
達
し
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
で
は
１
億

４
千
万
円
に
落
ち
て
い
ま
す
。
市
財
政
の
厳
し
さ
を
言

い
な
が
ら
、
歳
入
確
保
へ
の
取
組
み
の
甘
さ
が
招
い
た

結
果
で
す
。
納
税
額
全
国
８
位
（
90
億
円
）
の
福
岡
県

飯
塚
市
へ
担
当
幹
部
職
員
同
行
の
上
、
委
員
会
視
察
を

実
施
し
、
納
税
額
ア
ッ
プ
に
向
け
た
指
導
を
受
け
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ

い
て
、
産
業
建
設
委
員
会
は
、
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

⑶

市
民
か
ら
の
質
疑
と
意
見
交
換

石
岡
地
区
・
八
郷
地
区
そ
れ
ぞ
れ
30
名
程
度
の
市
民

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
常
任
委
員
会
か
ら
の
報
告
・

質
疑
に
続
き
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
市
民
と
の
意
見

交
換
と
な
り
ま
し
た
。(

執
行
権
の
無
い)

議
会
に
対
し

て
何
を
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
意
見
に
加
え
、
複

合
文
化
施
設
整
備
審
議
会
に
お
け
る
会
議
の
進
め
方
に

対
す
る
疑
問
と
意
見
が
連
日
出
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
会
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
、
総
務
企

画
委
員
会
の
報
告
が
一
番
わ
か
り
や
す
か
っ
た
と
の
回

答
が
あ
り
、
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。



①
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

設
置
計
画
の
内
容
と
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る

場
所
と
台
数
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
都
市
公
園

等
に
設
置
す
る
考
え
を
伺
う
。

①
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
に
つ
い
て

高
齢
者
の
方
々
が
楽
し
ま
れ
て
い
る
主
な
ス

ポ
ー
ツ
の
種
類
や
プ
レ
ー
人
口
、
利
用
し
て

い
る
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

①
法
改
正
の
背
景
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て

農
地
の
集
約
に
主
眼
を
置
い
た
農
業
行
政
か

ら
大
き
く
転
換
す
る
法
改
正
に
つ
い
て
、
そ

の
背
景
と
効
果
、
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

商
店
や
個
人
設
置
も
結
構
あ
る
こ
と
か
ら
、

議
員
提
案
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
た
い
。

③
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
充
実
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
要
望
等
が
出
さ
れ
、
そ
の
把
握

と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
施
設
使
用

料
の
減
免
に
つ
い
て
の
考
え
も
伺
う
。

農
地
の
集
積
・
集
約
化
が
課
題
。
下
限
面
積

要
件
の
撤
廃
に
よ
り
、
農
村
の
定
住
化
や
活

性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

施
設
に
よ
っ
て
料
金
が
違
う
問
題
は
、
利
用

時
間
や
利
用
方
法
も
併
せ
て
料
金
の
検
討
を

改
め
て
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
．
12
月
定
例
会
で
行
っ
た
一
般
質
問

⑴

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
に
つ
い
て

高
齢
者
の
健
康
寿
命
が
延
び
る
こ
と
は
、
家
族
の
負
担

や
医
療
費
の
軽
減
等
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
が
ど
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
組
ま
れ
て

い
る
の
か
、
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。

石
岡
市
は
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
年
次
計
画
で
進
め
て
い

ま
す
が
、
そ
の
進
捗
と
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⑵

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

②
健
康
寿
命
を
延
ば
す
効
果
つ
い
て

健
康
寿
命
に
関
す
る
計
画
と
ス
ポ
ー
ツ
の
効

果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
伺
う
。

第
２
次
い
し
お
か
健
康
応
援
プ
ラ
ン
を
策
定

し
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
し
て
い
る
。
年
齢

や
体
力
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
は
介
護
や
医
療

の
予
防
、
生
き
が
い
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

市長 部長

個
人
宅
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
も
増
え
て
お

り
、
一
定
の
抑
止
効
果
が
で
て
い
る
。
警
察

へ
提
供
し
た
画
像
で
検
挙
に
つ
な
が
っ
た
案

件
も
あ
り
、
捜
査
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
。

部長

⑶

農
地
法
改
正
に
伴
う
農
地
利
用
に
つ
い
て

部長

②
農
地
活
用
の
活
性
化
に
つ
い
て

農
地
法
改
正
を
受
け
て
、
4
月
以
降
の
農
地

活
用
の
申
請
状
況
、
農
地
活
用
の
計
画
見
直

し
等
に
つ
い
て
伺
う
。

③
防
犯
カ
メ
ラ
増
設
の
考
え
に
つ
い
て

計
画
開
始
当
時
は
防
犯
カ
メ
ラ
も
高
額
だ
っ

た
が
、
現
在
は
高
性
能
で
低
価
格
に
な
っ
て

い
る
。
増
設
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

設
置
台
数
を
５
基
か
ら
３
基
に
減
ら
し
た
の

は
谷
島
市
長
。
市
民
が
設
置
す
る
防
犯
カ
メ

ラ
へ
補
助
す
れ
ば
、
少
な
い
財
源
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
が
考
え
を
伺
う
。

下
限
面
積
撤
廃
に
よ
り
農
地
取
得
が
可
能
と

な
っ
た
申
請
件
数
は
11
月
迄
に
26
件
。

耕
作
放
棄
地
の
解
消
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

部長

③
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

各
種
計
画
の
見
直
し
及
び
広
報
活
動
、
耕
作

放
棄
地
の
解
消
や
移
住
定
住
に
向
け
た
取
組

み
を
伺
う
。

令
和
６
年
度
の
農
業
委
員
改
選
後
に
計
画
見

直
し
を
考
え
て
い
る
。
耕
作
放
棄
地
の
再
生

や
移
住
定
住
の
相
談
が
あ
る
際
は
、
関
係
部

局
と
連
携
を
図
り
対
応
し
て
い
く
。

部長

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
２
団
体
86
名
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

９
団
体
99
名
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
８
団
体
40
名
。

八
郷
運
動
公
園
、
石
岡
運
動
公
園
、
八
軒
向
第
３
公
園
、

ふ
れ
あ
い
の
里
、
鹿
の
子
健
康
広
場
を
利
用
し
て
い
る
。

部長

除
草
や
枝
払
い
要
望
は
、
そ
の
都
度
対
応
。

他
に
水
飲
み
場
の
設
置
や
ト
イ
レ
の
改
修
要

望
、
施
設
使
用
料
の
減
免
要
望
が
出
て
い
る
。

部長

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
に
駅
周

辺
や
幹
線
道
路
を
中
心
に
23
基
設
置
。
元
年

度
以
降
は
小
学
校
を
優
先
し
13
基
設
置
済
み
。

当
初
計
画
は
毎
年
５
基
を
予
定
し
た
が
途
中
か
ら
３
基

に
な
っ
た
。
都
市
公
園
は
状
況
を
見
て
検
討
し
た
い
。

部長

②
犯
罪
抑
止
等
の
目
的
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

市
内
で
の
犯
罪
発
生
状
況
及
び
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
が
安
心
安
全
に
生
活
す
る
上
で
重
要
施

策
で
あ
る
。
犯
罪
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
犯

罪
抑
止
に
つ
な
が
る
場
所
に
設
置
を
加
速
さ
せ
た
い
。

市長市長

農
地
法
第
３
条
の
農
地
利
用
下
限
面
積
要
件
が
令
和
５

年
４
月
に
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。
法
改
正
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
、
農
業
振
興
を
進
め
る
の
か
考
え
を
伺
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
法
改
正

に
つ
い
て
全
く
記
載
が
無
い
。
農
業
委
員
会

の
会
議
録
も
未
掲
載
。
理
由
を
伺
う
。

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
積
極
的
な
広
報

を
指
図
し
て
ま
い
り
ま
す
。

副市長

改
正
さ
れ
た
農
地
法
に
基
づ
く
新
た
な
視
点

か
ら
農
地
・
空
家
の
利
活
用
を
進
め
ま
す
。

市長



三
．
複
合
文
化
施
設
整
備
事
業

⑴

揺
ら
ぐ
審
議
会
の
信
頼
性

取
り
下
げ
た
前
回
計
画
は
、
市
民
の
意
思
を
反
映
し

て
い
な
か
っ
た
事
か
ら
、
市
民
参
加
の
複
合
文
化
施
設

整
備
審
議
会
を
設
置
し
、
筑
波
大
教
授
を
会
長
に
選
任
。

市
民
・
議
員
も
含
め
19
名
の
委
員
が
８
回
に
わ
た
る
審

議
会
を
重
ね
て
中
間
答
申
を
ま
と
め
、
市
長
に
提
出
。

し
か
し
、
議
会
か
ら
見
え
る
審
議
会
は
、
会
長
の
先

走
っ
た
『
建
設
地
は
駅
東
』
発
言
や
恣
意
的
な
配
布
資

料
で
そ
の
信
頼
性
は
揺
ら
ぎ
、
加
え
て
傍
聴
し
た
市
民

も
疑
問
の
声
を
議
会
に
届
け
る
事
態
に
発
展
し
ま
し
た
。

⑵

中
間
答
申
を
尊
重
す
る
は
ず
が
？

令
和
２
年
６
月
、
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
に
よ
り
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
石
岡
市
で

は
、
厚
生
労
働
省
の
指
針
に
基
づ
き
、
「
職
場
に
お
け

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
要
綱
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

四
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

⑴

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
は
義
務

⑵

石
岡
市
役
所
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
者
は
、
自
身
の
行
為
が
相
手
を

精
神
的
に
傷
つ
け
て
い
る
事
を
認
識
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

市
役
所
内
で
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
が
起
き
て
い
ま
す

が
、
被
害
者
の
多
く
は
、
事
を
荒
立
て
た
く
な
い
、
あ

る
い
は
表
面
化
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
口
を

閉
じ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
大
半
で
し
た
。

相
談
窓
口
設
置
に
よ
り
、
被
害
の
訴

え
が
出
始
め
、
令
和
４
年
に
は
部
下
へ

の
パ
ワ
ハ
ラ
行
為
で
消
防
職
員
が
３

か
月
の
停
職
処
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑶

驚
き
の
調
査
結
果
が
明
ら
か
に

令
和
３
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
率
は

50
％
。
今
回
は
、
令
和
５
年
11
月
に
全
職
員

名
を

対
象
に
無
記
名
調
査
を
実
施
。
集
計
結
果
が
、
２
月
２

日
、
総
務
企
画
委
員
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
回
答
率

は
82
％
に
上
昇
し
、
行
為
者
名
を
明
記
し
て
訴
え
た

職
員
が
多
数
い
る
事
か
ら

事
実
確
認
と
被
害
職
員
を

守
る
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

議
員
か
ら
の
被
害
は
27

名
。
３
議
員
の
名
も
回
答

さ
れ
て
い
る
と
の
報
道
が

あ
り
、
議
会
自
ら
襟
を
正

す
姿
勢
を
示
す
事
が
で
き

る
の
か
試
さ
れ
ま
す
。

ハラスメントを受けたことは

20.2%182名ある

73.6%665名ない

6.2%56名覚えていない

行為者は誰か (複数回答可)

71.0%172名職場内

14.5%35名市民

11.2%27名議員

3.3%8名その他

9
0
3

⑵

ふ
る
さ
と
納
税
災
害
支
援
寄
付

五
．
能
登
半
島
地
震

⑴

被
災
地
へ
の
市
職
員
派
遣
に
つ
い
て

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
に

つ
い
て
委
員
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

県
か
ら
県
内
全
市
町
村
に
対
し
て

職
員
派
遣
要
請
が
あ
り
、
石
岡
市
は

第
２
班
と
し
て
１
月
10
日
か
ら
５
日

間
、
職
員
２
名
を
能
登
町
に
派
遣
。

第
９
班
は
１
月
31
日
か
ら
５
日
間
、

同
町
に
職
員
２
名
を
派
遣
。
業
務
は
罹
災
証
明
書
発
行

業
務
、
住
家
被
害
認
定
調
査
等
で
す
。
消
防
職
員
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
県
が
調
整
中
と
の
事
で
す
。

石
岡
市
は
被
災
地
支
援
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
災

害
支
援
寄
付
（
代
理
受
付
）
を
行
い
ま
す
。

石
岡
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
申
し
込
み
サ
イ
ト
か
ら
石

岡
市
に
対
し
て
返
礼
品
無
し
の
寄
付
を
申
し
込
む
と
、

証
明
書
発
行
は
石
岡
市
が
行
い
、
寄
付
額
は
全
額
能
登

町
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

⑶

石
岡
市
の
防
災
対
策
強
化
の
必
要
性

委
員
会
で
は
、
被
災
地
の
被
害
状
況
説
明
を
受
け
て
、

石
岡
市
に
置
き
換
え
て
の
通
信
と
水
の
確
保
に
つ
い
て

質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

発
災
直
後
の
孤
立
集
落
に
お
け
る
通
信
手
段
の
確
保

に
つ
い
て
の
質
問
に
「
人
工
衛
星
回
線
を
利
用
し
た
通

信
回
線
確
保
の
例
が
あ
り
調
査
す
る
」

水
の
確
保
に
つ
い
て
は
「
災
害
協
力
井
戸
の
登
録
が

32
か
所
。
ポ
ン
プ
利
用
に
つ
い
て
は
発
電
機
の
用
意
を

し
て
い
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。
命
に
直
結
す
る
水
の

確
保
に
関
し
て
、
井
戸
の
登
録
件
数
が
あ
ま
り
に
少
な

い
た
め
、
制
度
の
広
報
周
知
と
登
録
数
増
に
向
け
て
の

支
援
策
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
月
６
日
、
「
複
合
文
化
施
設
は
市
民
ホ
ー
ル
を
核

と
し
た
建
物
で
『
鹿
島
鉄
道
跡
地
』
『
市
営
駐
車
場
』

の
い
ず
れ
か
を
適
地
と
判
断
す
る
」
と
し
た
中
間
答
申

が
特
別
委
員
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
市
長
は

「
中
間
答
申
を
尊
重
す
る
」
と
何
度
も
発
言
。

議
員
か
ら
は
、
中
間
答
申
が
示
す
適
地
は
液
状
化
の

懸
念
が
有
り
、
審
議
会
の
進
め
方
が
適
切
で
は
な
い
事

等
、
12
月
開
催
の
特
別
委
員
会
同
様
に
駅
東
地
区
建
設

反
対
の
質
問
と
厳
し
い
意
見
が
多
数
を
占
め
る
事
に
。

一
方
、
議
員
の
多
く
が
適
地
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
広
場

に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
２
社
か
ら
の
店
舗
と
公
共

施
設
併
設
提
案
を
受
け
て
、
店
舗
併
設
で
『
図
書
館
』

『
ふ
る
さ
と
歴
史
館
』
を
整
備
す
る
考
え
を
示
し
つ
つ
、

事
業
者
は
市
民
ホ
ー
ル
併
設
を
望
ん
で
い
な
い
と
説
明
。

こ
れ
に
対
し
て
、
事
業
者
が
市
民
ホ
ー
ル
併
設
も
可

と
し
た
場
合
の
考
え
を
問
わ
れ
た
市
長
が
「
民
間
事
業

者
が
、
い
い
と
い
う
な
ら
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
考
え
て
も

い
い
」
と
、
矛
盾
す
る
答
弁
を
す
る
に
至
り
、
議
員
の

ヤ
ジ
と
苦
笑
い
で
委
員
会
が
包
ま
れ
る
事
態
に
。

「
新
年
度
予
算
否
決
」
の
声
も
一
部
議
員
か
ら
出
る

等
、
雲
行
き
が
怪
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。



七
．
議
会
日
程

⑴

第
１
回
定
例
会

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
13
日
告
示
、

20
日
開
会
、
３
月
15
日
閉
会
と
な
り
ま
す
。

今
期
定
例
会
は
会
派
代
表
質
問
及
び
予
算
特
別
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
は
会
場
で

あ
る
会
議
室
が
手
狭
な
た
め
傍
聴
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
願
い
ま
す
。

黄
色
枠
の
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
生
中
継

及
び
録
画
放
映
が
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

会
議
は
全
て
午
前
10
時
開
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会 議 内 容曜日月 日

開 会火2月20日

休 会21日～25日

会派代表質問月2月26日

一般質問火2月27日

一般質問水2月28日

一般質問木2月29日

議案質疑金3月 1日

休 会2日・3日

予算特別委員会（総務企画）月3月 4日

同 上 (文教厚生）火3月 5日

同 上 (産業建設)水3月 6日

同 上(市長出席の総括審査)木3日 7日

文教厚生委員会金3月 8日

休 会9日・10日

総務企画委員会月3月11日

産業建設委員会火3月12日

複合文化施設建設特別委員会水3月13日

議会運営委員会木3月14日

採決・閉会金3月15日

石
岡
市
長
選
挙
は
４
月
14
日
告
示
、
21
日
投
開
票
。

前
市
長
の
突
然
の
辞
職
に
伴
い
谷
島
市
長
が
誕
生
し
、

４
年
が
経
過
し
ま
す
。
12
月
定
例
会
で
市
長
は
「
こ
の
４

年
間
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
収
め

た
。
引
き
続
き
市
政
を
担
い
た
い
」
と
発
言
し
、
再
出
馬

の
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

果
た
し
て
選
挙
に
な
る
か
は
不
透
明
で
す
が
、
選
挙
の

際
は
是
非
と
も
投
票
所
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

六
．
霞
台
厚
生
施
設
組
合

⑵

調
停
の
申
し
立
て

⑴

ご
み
処
理
組
合
の
統
廃
合

➊
霞
台
旧
施
設
は
、
今
後
継
続
的
に
利
用
す
る
４
市
町

の
共
有
財
産
。
解
体
費
用
を
４
市
町
が
負
担
す
る
事
に

は
合
理
性
が
あ
る
。

➋
石
岡
市
と
小
美
玉
市
が
負
担
し
た
組
合
の
土
地
取
得

費
用
と
解
体
費
用
の
比
較
資
料
を
基
に
協
議
し
た
こ
と

は
錯
誤
を
誘
導
す
る
も
の
で
は
無
い
。

し
か
し
、
重
要
な
意
思
決
定
を
行
う
際
に
組
合
は
、

規
約
改
正
や
新
た
な
協
定
締
結
を
行
う
べ
き
。

➌
首
長
が
変
わ
り
合
意
撤
回
が
可
能
と
し
て
も
、
組
合

事
業
に
大
き
な
妨
げ
と
な
り
、
当
事
者
間
の
信
頼
関
係

を
不
当
に
破
壊
し
違
法
性
を
帯
び
る
。
訴
訟
及
び
損
害

賠
償
請
求
の
可
能
性
が
あ
る
。

霞
台
厚
生
施
設
組
合
（
以
下
霞
台
）
・
新
治
広
域
事

務
組
合
・
茨
城
美
野
里
環
境
組
合
の
３
つ
の
ご
み
処
理

組
合
を
、
石
岡
市
と
小
美
玉
市
で
運
営
す
る
霞
台
に
1

本
化
す
る
広
域
化
で
石
岡
市
・
小
美
玉
市
・
か
す
み
が

う
ら
市(

坪
井
市
長)

・
茨
城
町
の
４
市
町
が
平
成
27
年

８
月
に
協
定
を
締
結
。
協
議
の
中
で
、
廃
止
組
合
の
施

設
解
体
費
用
は
構
成
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
に
負
担
と
決
定
。

霞
台
の
旧
焼
却
施
設
解
体
は
広
域
化
後
の
解
体
と
な

る
た
め
３
市
1
町
で
負
担
す
る
こ
と
に
合
意
し
、
各
議

会
も
負
担
金
を
議
決
。(

か
す
み
が
う
ら
市
と
茨
城
町

は
土
地
取
得
費
等
の
負
担
は
無
し
。
下
記
➋
参
照
）

⑷

調
停
案
の
根
拠
理
由
は

令
和
４
年
７
月
、
か
す
み
が
う
ら
市
長
選
で
宮
嶋
市

長
が
誕
生
。
宮
嶋
市
長
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
は
旧
施

設
を
使
用
し
て
お
ら
ず
、
旧
焼
却
施
設
解
体
費
用
の
負

担
は
で
き
な
い
と
し
て
支
払
い
を
拒
否
す
る
事
態
に
。

令
和
５
年
９
月
27
日
、
か
す
み
が
う
ら
市
は
負
担
金

の
支
払
い
義
務
が
無
い
こ
と
を
認
め
る
よ
う
県
知
事
に

対
し
「
調
停
の
申
し
立
て
」
を
提
出
。
県
は
自
治
紛
争

処
理
委
員
を
任
命
し
内
容
の
審
査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

⑶

調
停
案
の
内
容

県
の
自
治
紛
争
処
理
委
員
会
は
令
和
５
年
12
月
６
日
、

次
の
よ
う
な
調
停
案
を
示
し
ま
し
た
。

➊
か
す
み
が
う
ら
市
は
組
合
に
対
し
て
、
旧
施
設
解
体

費
用
を
支
払
う
事
。

➋
霞
台
は
、
旧
施
設
解
体
費
用
の
未
払
い
で
生
じ
た
損

害
（
延
滞
金
等
）
に
つ
い
て
放
棄
す
る
事
。

➌
霞
台
は
、
今
後
の
共
同
処
理
事
務
遂
行
に
あ
た
り

規
約
・
協
定
等
の
文
言
の
意
義
を
明
確
に
し
、
丁
寧
な

協
議
を
行
い
、
誤
解
等
が
生
じ
な
い
適
切
な
意
思
決
定

に
つ
な
が
る
業
務
運
営
に
努
め
る
こ
と
。

⑸

調
停
案
を
可
決

調
停
案
の
内
容
を
確
認
し
、
か
す
み
が
う
ら
市
議

会
は
12
月
12
日
、
調
停
案
受
諾
を
議
決
。

霞
台
は
、
１
月
９
日
に
臨
時
議
会
を
開
催
し
、
調

停
案
受
諾
の
議
案
を
審
議
、
採
決
の
結
果
は
調
停
案

を
全
会
一
致
で
議
決
し
ま
し
た
。

⑹

共
同
処
理
事
務
と
譲
り
合
い
の
精
神

➊
で
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
訴
え
を
却
下
し
、

➋
で
、
霞
台
に
負
担
金
未
納
延
滞
金
百
万
円
の
放
棄

を
求
め
、
➌
は
、
共
同
で
ご
み
処
理
を
行
う
性
質
か

ら
、
今
回
の
仲
た
が
い
を
止
め
、
譲
り
合
い
の
精
神

を
互
い
に
持
つ
こ
と
を
県
が
求
め
て
い
ま
す
。

県
の
調
停
案
は
痛
み
分
け
に
見
え
ま
す
が
、
か
す

み
が
う
ら
市
に
損
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。
霞
台
は
延
滞

金
百
万
円
を
放
棄
し
た
上
に
、
組
合
職
員
は
1
年
半

に
わ
た
り
、
関
係
者
へ
の
説
明
と
資
料
作
成
等
で
大

変
な
思
い
を
し
た
よ
う
で
す
。

「
譲
り
合
い
」
の
精
神
で
霞
台
は
調
停
を
受
諾
し

ま
し
た
が
、
か
す
み
が
う
ら
市
長
か
ら
「
お
騒
が
せ

を
し
ま
し
た
」
的
な
発
言
は
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。


